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文京区立第八中学校 学校図書館 

 
学校図書館支援員：稲川 すみれ 令和 6 年 2 月発行 

 

第八中学校のみなさん、こんにちは。3 学期も半ばとなりました。学校図書館では現

在、先生おすすめの本を展示しています。普段お世話になっている先生方のおすすめす

る本は、いったいどんな本なのでしょうか。学校図書館の廊下にある掲示板に先生のお

すすめコメントがあり、学校図書館内に実際の本を展示しているので、ぜひ借りてみて

くださいね。 

 

 

 

 

 

<開館時間>  

・昼休み １2 時 50～１３時 10 分 

・放課後 （水曜日を除く） 

そうじ終了後～１６時 30 分 

 <貸出冊数> 

 ・１人 3 冊まで 

 <貸出期間> 

 ・２週間 

○探している本や調べたいことがある時は、 

学校図書館支援員に聞いてください。 

鳥や虫がその年に初めて鳴く声のことを「初音（はつね）」といいます。 

ホーホケキョと聞こえてきたら、春の訪れを感じませんか？ホーホケキョはウ

グイスの鳴き声です。ウグイスは「春告（はるつげ）鳥」ともいわれています。

よくメジロと混同され、ウグイスが緑色だと思う方がいますが、ウグイスは茶色

い鳥です。メジロはウグイスより体調が 3～4 ㎝ほど小柄で、街中でも見ること

ができます。梅の花の咲き始め、野鳥も目で追ってみてはいかがでしょうか。 

【参考】『大切にしたい、にっぽんの暮らし。』さとうひろみ/著 サンクチュアリ出版〔38-さ〕 

『鳥(講談社の動く図鑑ＭＯＶＥ)』講談社〔488-と〕 

 

 

 

 

 

 

 

メジロ ウグイス 



    

 

   

 

 

  

   

 

  

  

  

  
  

 

 

 

  

今回紹介する本は、普段は１類という、奥の入口から入って右手の棚に入っています。気になったら見てみてください。 

 

 
 

 

『きみを強くする 

３０のことば』 

斎藤孝/監修 

すがわらけいこ/絵  

日本図書センター 

〔15-き〕 

〔913-あ〕 

 

  

 

家でも学校でもイラついてしまう加奈太は、

父親の故郷の島で、中２男子限定のキャンプに

参加することになる。初対面 6 人の共同生活。 

沖縄という独特な土地で、加奈太は新しい友

情を知り、変化していく。かけがえのない温か

な青春物語。読んでみてください。 

 
 

 
 

『「つい感情的になってしまう」あなたへ  

精神科医が教える心の平和を守るコツ』 

水島広子/著 河出書房新社〔14-み〕 

 

 

 

 

『１０代の「めんどい」が楽になる本』 

内田和俊/著 KADOKAWA〔15-う〕 

 １０代は、何かと忙しいですよね。大事なことをつい

後回しにしてしまったり、疲れがたまって目の前のこ

とを億劫に感じたり…。しかし、ものの見方や考え方を

変えてみると、意外に解決するかもしれません。 

まずは、ページを開いてみてください。 

 

 

『親のことが嫌いじゃ 

ないのに「なんか 

イヤだな」と思った 

ときに読む本』 

藤木美奈子/著 

WAVE 出版 

〔14-お〕 

 

『中学生の悩みごと』 

高濱正伸/著 

大塚剛史/著  

実務教育出版社 

〔15-た〕  

 

 

３月は卒業シーズン。旅立ちの時です。物語の主人公たちも新しい

世界へ旅立っていくことが多いようです。怖がらずに一歩踏み出せ

ば、楽しい世界が待っているかもしれません。 

 

 

            

 

 
 

 

この本は感情という、目には見えないけれど、私たちの日

常生活に深く関わってくる、大事な心について解説していま

す。自分の感情に振り回されて辛いと感じている方は、本書

の解決方法を実践してみてはいかがですか。 

 
 
 
 

 

『１４歳の水平線』 椰月美智子/著 

双葉社〔913-や〕 

  

 

『気持ちを言葉に 

できる魔法の 

ノート』 

梅田悟司/著 

日本経済新聞出版社 

〔14-う〕  

 

 


